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2月 理学部会合日誌
8日 (月 )14:00～    理学系研究科委員会
10日 (水)10:00～ 12:00 人事委員会

12:00～ 14:00 情報科学設立準備委員会
14:00～ 15:00 総合計画委員会
15100～ 17:00 教務委員会

16日 (火)11:00～ 12:00 総合計画委員会
17日 (水)13:00～ 17:00 教授会
22日 (月 )12:30～ 13:50 理職との会見
24日 (水)13:00～ 15:00 主任会議

教 授 会 メ モ
2月 17日 (水)定例教授会 於 4号館物理会議室
1・ 前回の議事承認

2.人事異動等の報告
3. 研究生入学の件

4.寄附の件

5。 学内状況報告 その他雑件

1)学部長から去る 1月 29日 の付属臨海実験所に
おける火災発生につぃての報告があり,小林教授
から発生状況についての報告ならびに陳謝の意が
述べられた。

助 学部長から昭和 46年度国際研究集会ならびに
文部省在外研究員の川贋位を早急に提出するために
学部長が決めた旨報告があった。

3)昭和 46年度入学試験につぃては,約 1500o名

が応募し, 3月 3日 , 8日 , 9日 の 3日 にわたっ
て試験が実施される。また,入試総監督大木教授
からは,警備体制につぃての説明ならびに教官の
協力についてのお願いがあった。

→ 全学ゼ ミナーの募集についての報告
5)協議会において情報科学連絡委員会の設立が承

認された。

0 次回の公開講座の題名は「人間と環境」で,理
学部からの企画委員を岸保教授にお願いした。

7)全学学生援護委員会は精神衛生面の厚生を主と
して取扱ってぃるが,その資金として寄付金の依
頼があったので講師以上の教官の俸給から一定金
額を拠出して頂くことになってぃるので,こ の点
御了承願いたい旨述べられた。  .

め 学内状況

臨職問題に関連してぉこってぃる地震研,応微
研,農学部の紛争状況の報告があった。本学部に

おける昭和 37年の臨職定員化以降現在に至るま
での臨取の状態ならびに経緯が述べられた。

9)建築関係      、

最近,建築特別委員会が開かれ,昭和 46年度
における建築計画が検討された。本学部において

もこの問題については考えてぉく必要がある旨が

述べられ,建築を予定 している建物について詳細
にわたる説明があった。

6. 総合計画委員会報告 (古谷教授委員長 代)

2月 16日 に河田教授を委員長として選出したと
の報告があった。学部長から,昭和 47年度の概算
要求は同委員会で検討していただくが,総合研究施
設の要求も数年続けているので再検討する時期でも
あるし,毎年提出してぃる学科拡充改組,研究施設,

特別設備事業費,建物など,同委員会で検討 してはし
い希望があれば申し出られたい旨の説明があった。

7。  人事委員会報告 (島村委員長)

臨時η投員の新規採用については今後,各教室から
の申出を人事委員会において個々に検討することと
した旨の報告があり,これを了承した。

8。 会計委員会報告 (高井委員長)

最近開かれた委員会の審議内容の説明があった。
9・  教務委員会報告 (大木委員長)

別項参照

10. 幹 ll子 会ヤμ告

昭和 46年度入学試験のリミ施について,大木,宮
沢両教授から入試関係業務をお願いする教官の数は

約 50%でぁるがその他の教11に も協力をお願いす
ることもあるかもしれないので,その際はょろしく
御願いしたぃ旨が述べられた。

11。 その他

学部長から,教室主任会議の開催を 2月 24日 と
3月 10日 の2日 間に予定 している旨報告があった。

教務委員会関係
2月 10日 定例の教務委員会を開き,下記事項につい

て協議した。

昭和 46年 6月卒業見込の学生の学士入学について
は,願書を5月 8日 まで受け付け,選考は各教室にまか
せる。

昭和 46年度進学生の進学式は5月 6日 に行なう。こ
の進学生については,昭和 47年 3月 末までに,通常の

学年歴にもどる予定であるが,授業計画は各教室にまか
せる。
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化学科,生物化学科,生物学科および地学科の学生に

対する情報科学の講義は昭和 46年度においても実施す

る。科目はさしあたり生物科学持論Ⅸ をあてることと

し,単位は 1単位である。授業形態については集中講義

を予定しているが,詳細はおって知らせる。

昭和 45年度入学生のカリキュラムは,種 々の改革が

実行されているが,それに伴い,第 4学期の専Fl科 目に

ついても改定が必要となって来た。別記に示す一覧表

は,教務委員会と各教室とが連絡をとってつくった,第

4学期教科日改正案である。基本的には,「 クサビ型」の

カリキュラムにしたがつて,第 4学期の専門科目を充実

しょうとの意図がもられているが,今後なお調整を行な

って,最終的なものにもっていくつもりである。なお一 ,

二の教室においては,教室内でもさらに意見を調整する

部分が残されていることを特に付言された。

教養学部第学期専門科目履修規則改正案

数 学 科

純粋数学 を主とするものも応用解析を主とするもの

も, 教養学部第 4学期において必修科目6科 日 (計 15

単位)の ほか,選択科目より4単位以上学1多 しなければ

ならない。

ただし,「解析学IIl」 お よび「解析学工演習」のかわ

りに「物理数学 I」 および「物理数学 I演習」を学修し

物理数学 I演習

物理実験学

力   学

力 学 演 習

電磁気学 I               ′

選 択 科 目

天文学概論

地球物理学概論

物理化学序論

無機化学 I(序論及び単体)

化 学 科

教養学部第 4学期において必修 4科 目 (計 12単ω

のほか,選択科目より8単位以上を学修しなければなら

１

４

４

１

４

２

２

２

２

位

４

２

２

４

単
ない。

必 修 科 目

物理化学序論

無機化学 I(序論及び単体)

分析化学 I(総論)

有機化学 I

選 択 科 目

物理数学 I

物理数学 I演習

生体物質化学 Iま たは動物生理化学 I

Fin胞生理化学 I

細胞生理学

力   学

地球物理学概論

物理実験学

電磁気学 I

地質学拡物学概論

生物化学科

てもよい。

必 修 科 目

代数と幾何

代数と幾何演習

集合と位相

集合と位相演習

解 析 学 皿

解析学皿演習

選 択 科 目

力  学

,E磁気学 I

天文学概論

地球物理学概論

物 理 学 科

天 文 学 科       .
地球物理学科

位

４

１

４

１

４

１

単

４

１

２

２

２

４

２

４

４

４

4

4

2

2

教養学部第4学期において必1多科目5科目 (計 18単

位)の ほか,選択科目より4単位以上を学修しなければ

ならない。

必 修 科 目

物理数学 I

教養学部第 4学期において,必修 4科目 (計 12単位)

のはか,次の選択科目または他の専門科日計 6単位以上

を学修しなければならない。

ただし,こ こにいう専Fi科 目は理学部のために設けら

れた第 4学期の専門科目で教職課程科日は含まれない。

単位

2

4

2

4

単位

4

必 修 科 目

生体物質化学 I

物理化学序論

細胞生理化学 I

有機化学 I

選 択 科 目

分析化学 1(総論)

物理数学 I

物理実験学

２

４

４
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力   学              4
電磁気学 1                4
無機化学 1(序論及び単体)        2

生 物 学 科

動物学課程に進学するものは,教養学部第 4学期にお

いて,次の必修 2科 日 (計 4単位)のほか,専門科目 12

単位以上 (計 16単位以上)を学修しなければならない。

ここにいう専Fl科 目は理学部のために設けられた第 4

学 lUlの 専門科日であって,教職課程科目は含まれない。

学期の専門科日であって教職課程科目は含まれない。

必 修 科 目

人類生物学

生物統計学

生物統計学演習

選 択 科 目

生 態 学 I

物理実験学

地質学鉱物学概i備

生体物質化学 Iまたは動物生理化学 I

細胞生理化学 I

細胞生理学

地 学 科

地質学,鉱物学課程に進学するものは,教養学部第4

学期において次の必修科日 (8単位)のはか,指定の専

門科目 13科 目中から 10単位 (計 18単位)以上を学

修しなければならない。

必 修 科 目

地質学鉱物学概論

岩 石 学 I

一般古生物学

選 択 科 目

地 形 学 I

ヵ  学

天文学llI論

生物統計学

生体物質化学 I

生 態 学 I

気 候 学 I

細 胞 学

物理実験学

地球物理学概論

物理化学序論

無機化学 I(序論および単体)

分析化学 1(総論)

地理学課程に進学するものは,教養学部第 4学101に お

いて次の必修5科目 (計 12単位)のほか,専門
警

目4

単位以上を学 1参 しなければならない。ただし,こ こにぃ

う専門科日は理学部のために設けられた第 4学期の専Fl

科日のほか,史学概論,経済史,土壊学を含む。

必 修 科 目

地 形 学 I

気 候 学 I

人文地理学

地誌学概論

位

２

２

１

単

２

４

４

２

２

２

位
一

２

　

２

単

4

2

`       2

2

4

4

2

1

植物学課程に進学するものは,教養学部第4学期にお

ぃて,次の専門科日から 16単位以上を選択して学修し

なければならない。ただし,こ こにいう専門科目は理学

部のために設けられた第4学期の専門科目で教職課程科

必 修 科 目

動物生理化学 I

細胞生理学

選 択 科 目

物理 (ヒ学序論

細胞生理イヒ学 I

細 胞 学 I

生 態 学 I

物理実験学

地質学拡物学概論

生物統計学

生物統計学演習

目は含まオtない。

選 択 科 目

細 胞 学

生 態 学 I

無機fヒ学 I(序論および単体)

地質学鉱物学概論

物理実験学

物理化学序論

有機化学 1

動物生理化学 1または生体物質化学 I

細胞生理化学 I

生物統計学

生物統計学演習

人類学概論

一般古生物学

て次
撃
必修科

最」風重1ほ『「1電11星I曇:置複鎌
科

:せ往1)曇菖各晉正≧塁よ:たこた装みられた第4

C

単位

2

2

2

4

4

4

4

2

2

2

1

2

2

C

位

４

２

２

単

２

４

２

２

２

２

２

２

４

２

４

２

２

位

２

２

２

２

単
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地質学拡物学概論

(大木道則)

教官人事移動 除退・休職

発令事項   発今年月日

教授 に昇任  46.1。 1

助教授に昇任  46:1.1

飼養馬明細一覧 明治 21年 12月

菊 池 大 麓

矢 田部良吉

峯 岡

山川 健 次郎

桜 井 錠 二

雑 種 4尺 6 箕 作 佳 吉

南  部 4尺 7寸 寺 尾

4尺 6 飯 島

寿

魁

仙 台 栗 毛 4尺 7寸 5 小藤文 次 郎

青 毛

紅栗毛 4尺 8 関 谷 清 景

青 毛 4尺 7寸 8 藤沢利喜太郎

(吉野誠治)

1lll‖ l::‖ :‖ [l:11::[:::[::1'ili:1:〕 :[]i:ili‖ l'‖ [1111:!11:il:[111''111:1:::i::::::':11:::::lli:":1:i111:‖ ":`:1:::'一

お 知 ら せ

一割

氏 名

中村誠太郎

水 野 丈 夫

所 属

物 理

動 物
毛
・毛
暖
一毛

青

一栗
流
一
鹿

('

古い文書から No.1

理学部は大震災,戦災をまぬがれたのと,当時の担当

霞絡[冨Tittf彙言F磐‖婁』會義貢裾[皆彎

"晶

落
21年頃には専任の教授にそれぞれ 馬一頭が貸与されて

いる旨の書類がのこっていた。今としては官用自動車に

当るものか。当時の大先生方が馬にまたがって,登学さ

れる様は思いうかべても興味深いものがある。

なお,明治 21年の理科大学の教授名 (兼任を含む)な

らびに俸給も参考までに1易 げてみた。ちなみに,その頃

の物価は,米 1升が約 15銭であった。

記

理科大学職員一覧表 (教授) 明治 21年 9月

和 田維 四郎 (4)

0東京大学物性研究所の助手公募

(1)職
賃霧〔載∴

び
傘言会見塾(教授 近角聡信)

t.

氏 名

菊 池 大 麓

矢 田部 良吉

山川健 次郎

桜 井 錠 二

寺 尾 寿

小藤 文 次郎

原 田 豊 吉

飯 島 魁

関 谷 清 景

北 尾 次 郎

藤沢利喜太郎

助 手  1名

鰍霧a「電子計算機御磁制気測定装置などの手段

による強磁性,反強磁性およびそれに伴う現象の

実験的研究。

資  格

修士課程修了またはこれと同等以上の能力のある

人。

任  lll

5年以内を原則とする。

守る■li鑓

÷1妻i目 1淵「

丁畷酵 IⅢ

÷陽×遇
コ 厘

(5)公募締切

昭和 46年 5月 15日 (上 )

込みの者ふ

締 切 日:8月 1日

oォーストラリア,ク イーンズラント大守
1972年度研究員募集

野:人文科学,社会科学,自然科学

格:博士取得者または本年9月 までに取得する見
分

資

丁 li';~=三 :li:

十1繭1[

4尺 7寸 5

理学部ところどころ
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01972～ 73年度イース ト・・ ウエス ト・ センター   賞,出版文化賞,ユ コノミス ト賞などを通じてわが国の

奨学金の申請募集
学術文化の向上に微力をつくしてまいりましたが,今回

毎日新聞出版事業本部 (出版局を改組)の発足にあたり,

研究分野:社会科学ぉょび人文科学。応用科学および基 各大学,研究機関における
'

研究者の,貴重な学術研究成
礎科学。

資  格:日本国籍を有すること。

果の刊行にいささかのお手伝いをいたしたいと考えてお

ります。
1987年 7月 1日 以後に出生した者。大学卒   つきましては,貴学部 研究所におかれましては,研
業者。 究者各年にその旨をお知らせいただきたくよろしくお願

い申上げます。
以上詳細は理学部大学院掛まで照会のこと。       なお,論文刊行の予算,経費,印税など詳しいことは

0言

:言異iり
学術研究成果の刊行援助      三F糀 遅マ習.ミ曇需竜塁覧こF優

淑彙5541)

毎日新聞社出版事業本部企画室より次のような連絡が  にお問合わせください。

ありましたのでお知らせします。

記           編 集  和 田 昭 允

毎日新聞社では, かねて毎日学術奨励金,毎 日芸術      理 01号 1館 217号室 内線 2298

0

●
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